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　 本 書 は、 都 城 市 教 育 委 員 会 が国・ 県 の 補 助を受 けて実 施した埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 の
記 録です。 各 種 開 発 に 対 し 埋 蔵 文 化 財 の 保 護 を目的に行った試 掘・ 確 認 調 査、 遺 跡 の
範囲確認調査の記録を報告しています。
　この報告書が文化財行政の一資料としてだけではなく、 学校教育・ 生涯学習の場など
で広く活用され、 地域の歴史を知る手掛かりとして活用いただければ幸いです。
　 最 後になりましたが、 多 大なる御 協 力を賜りました各 関 係 機 関、 地 域の皆 様 に 対 し 深
く感謝申し上げます。

　　　2020 年 3 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都城市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　児玉晴男

例言

１． 本 書 は、 都 城 市 が 令 和 元 年 度 （平 成 31 年 度） に 国 宝 重 要 文 化 財 等 保 存 ・ 活 用 事 業 費 補 助 金 及 び 宮
崎 県 埋 蔵 文 化 財 緊 急 調 査 補 助 金 を 受 け て 実 施 し た 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書 で あ る。

2． 補 助 事 業 の 事 業 主 体 は 都 城 市、 調 査 主 体 は 都 城 市 教 育 委 員 会 で あ る。

3． 調 査 の 目 的 は、 都 城 市 内 の 各 種 開 発 予 定 地 に お け る 埋 蔵 文 化 財 の 有 無 及 び 遺 存 状 況 の 確 認、 遺 跡 の
範 囲 確 認 で あ る。

4． 本 書 で は、 令 和 元 年 度 実 施 の 試 掘 ・ 確 認 調 査 の う ち、 補 助 事 業 と し て 実 施 し た 6 件、 平 成 20 年 度
に 実 施 し た 確 認 調 査 1 件 の 概 要 を 報 告 し て い る。

5． 現 場 に お け る 記 録 写 真 の 撮 影 及 び ト レ ン チ 配 置 図 ・ 土 層 断 面 図 の 作 成、 製 図、 調 査 概 要 の 作 成 は、
各 調 査 担 当 者 が 行 っ た。

6． 地 下 レ ー ダ ー 探 査 は 宮 崎 県 立 西 都 原 考 古 博 物 館 に 依 頼 し た。 探 査 ・ 解 析 に あ た っ て は 東 憲 章 氏 （宮
崎 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー） の 協 力 を 得 た。

7． 出 土 遺 物 の 実 測 は、 文 化 財 課 主 事 安 楽 可 奈 子 ・ 同 嘱 託 外 山 亜 紀 子 及 び 整 理 作 業 員 が 行 い、 製 図 は 外
山 が 行 っ た。

8． 本 書 の 作 成 は、 各 担 当 者 が 作 成 し た 調 査 報 告 を も と に 文 化 財 課 副 主 幹 近 沢 恒 典 ・ 同 主 査 加 覧 淳 一 ・
安 楽 が 行 っ た。

9． 現 場 に お け る 測 量 に は 遺 跡 調 査 シ ス テ ム 「Site Xross」、 本 書 に 使 用 し た 図 面 の 製 図・編 集 に は 「Adobe 
Illustrator 2020」・「Adobe InDesign 2020」 を 使 用 し て い る。

10． 本 書 の 調 査 区 位 置 図 に 示 し て い る 「 過 年 度 調 査 地 点 」 は、 本 年 度 以 前 に 試 掘 調 査 ・ 確 認 調 査 ・ 記
録 保 存 を 目 的 と す る 発 掘 調 査 の い ず れ か を 実 施 し た 地 点 で あ る。

11． 出 土 遺 物 及 び 各 種 記 録 類 は、 都 城 市 教 育 委 員 会 で 保 管 し て い る。
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　 都 城 盆 地 は 九 州 南 部 内 陸 部 に あ っ て、 霧 島 火 山 群 の 東 南 の ふ も と、 宮 崎 県 南 西 部 か ら 鹿 児 島 県 北 東 部
に か け て 広 が る。 そ の 起 源 は 列 島 形 成 時 の 陥 没 帯 と さ れ る。 基 盤 層 は 四 万 十 累 層 群 と さ れ、 近 隣 火 山 群
の 強 い 影 響 の 下、 シ ラ ス 台 地 な ど の 火 山 噴 出 物 起 源 の 地 形 形 成 が 発 達 し て い る。 南 北 に 細 長 い 盆 地 の 周
縁 に は 標 高 400 ｍ 程 度 の 山 地 が 連 な り、 南 の み が 大 隅 半 島 に む け て 開 口 す る。 四 方 よ り 流 入 す る 河 川
群 は、 盆 地 を 南 北 に 貫 流 す る 大 淀 川 へ と 収 束 さ れ た の ち、 北 縁 の 山 地 帯 を 抜 け 宮 崎 平 野 へ と 至 る。 内 部
地 形 は 大 淀 川 を 境 に 西 側 の シ ラ ス 台 地、 東 の 扇 状 地 性 の 低 位 段 丘 に 大 別 さ れ る。
　 都 城 市 は 東 西 25㎞、 南 北 35㎞、 面 積 約 650 平 方 ㎞、 周 縁 山 地 を 含 む 盆 地 の 大 半 を 占 め て い る。 人 口
規 模 は 約 16 万 人、 中 心 的 な 市 街 地 は 盆 地 底 南 部 の 扇 状 地 面 に 形 成 さ れ て い る。
　 都 城 市 内 に お け る 「周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地」 は、山 間 部 を 除 く 各 地 形 面 に ま ん べ ん な く 分 布 す る が、
大 淀 川 や そ の 支 流 沿 い の 河 岸 段 丘 面、 台 地 縁 部、 開 析 扇 状 地 の 側 端 部 に お け る 分 布 密 度 が 高 い。 ま た、
九 州 南 部 域 で は 霧 島 や 桜 島 な ど の 火 山 群 か ら 噴 出 し た 火 山 灰 が 多 く 分 布 し て お り、 遺 跡 調 査 の 際 の 指 標
と し て 利 用 さ れ て い る。 都 城 市 内 で も 複 数 の 火 山 灰 層 が 確 認 で き る が、 目 視 同 定 が 可 能 な 次 の 6 種 が
試 掘 ・ 確 認 調 査 の 際 に 多 く 利 用 さ れ る。 霧 島 新 燃 岳 享 保 軽 石 （Kr-SmK・ 霧 島 火 山 新 燃 岳 起 源 ・1717 ）。
桜 島 3 テ フ ラ （Sz-3・桜 島 文 明 軽 石・桜 島 起 源・1470 年 代・土 層 説 明 で は 白 色 軽 石・灰 白 色 軽 石 と 記 載）。
霧 島 御 池 軽 石 （Kr-M・ 霧 島 火 山 御 池 起 源 ・ 約 4,600 年 前 ・ 土 層 説 明 で は 黄 色 軽 石 ・ 黄 橙 色 軽 石 と 記 載）。
鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 （K-Ah・ 鬼 界 カ ル デ ラ 起 源 ・ 約 6,600 年 前）。 桜 島 11 テ フ ラ （Sz-11・ 桜 島 起 源 ・ 約
8,600 年 前）。 桜 島 薩 摩 テ フ ラ （Sz-S・ 桜 島 起 源 ・ 約 12,800 年 前）1）.2）。
　 令 和 元 年 度、民 間 事 業 に 伴 う 埋 蔵 文 化 財 の 照 会 件 数 は 393 地 点 （集 計 数 値 は 令 和 2 年 2 月 17 日 時 点。
以 下 同 様 ） の 記 録 が 残 り、 公 共 事 業 に 関 し て は 庁 内 の 事 業 調 査 に て 154 事 業 が 把 握 さ れ る。 前 年 度 と
比 較 し、 民 間 ・ 公 共 事 業 と も に は ぼ 同 規 模 と な っ て い る。
　 試 掘 ・ 確 認 調 査 は 民 間 事 業 に お い て 59 地 点、 公 共 事 業 で は 12 地 点 の 調 査 を 実 施 し た。 民 間 事 業 で
は 個 人 住 宅 や 宅 地 造 成、 店 舗、 太 陽 光 発 電 施 設、 畜 舎 な ど 多 岐 に わ た り、 公 共 事 業 で は 農 業 基 盤 整 備 事
業、 公 有 地 売 却、 遺 跡 範 囲 確 認 な ど が 主 体 と な る。 こ れ ら の 試 掘 ・ 確 認 調 査 の う ち、10 件 を 国 ・ 県 の
補 助 事 業 と し て 実 施 し た。
　 文 化 財 保 護 法 に 基 づ く 発 掘 届 出 （ 文 化 財 保 護 法 第 93 条 関 係。 以 後、 法 と 略 記 ） は 60 件、 発 掘 通 知

（法 第 94 条 関 係） は 23 件 を 宮 崎 県 教 育 委 員 会 へ 進 達 し た。 宮 崎 県 教 育 委 員 会 か ら の 通 知 内 訳 は、 記 録
保 存 の た め の 発 掘 調 査 2 件、 工 事 立 会 い 27 件、 慎 重 工 事 43 件、 処 理 中 3 件、 事 後 提 出 に 対 す る 指 導
8 件 で あ る。発 掘 調 査 に 関 し て は、都 城 市 教 育 委 員 会 が 主 体 と な る 調 査 が 1 件（平 成 29 年 度 か ら の 継 続）、
宮 崎 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー が 主 体 と な っ た 調 査 が 1 件 で あ る。
　 ま た、 自 然 崩 壊 を 起 因 と す る 個 人 農 地 に お け る 築 池 地 下 式 横 穴 墓 の 緊 急 調 査 を 補 助 事 業 と し て 実 施 し
た。 な お、 宮 崎 県 指 定 史 跡 高 城 町 古 墳 （2 号） は、 平 成 20 年 度 に 調 査 を 実 施 し た も の の 未 報 告 と な っ
て い た 調 査 で あ り、 今 年 度 補 助 事 業 と し て 実 施 し た 地 下 レ ー ダ ー 探 査 と 併 せ て 結 果 を 報 告 す る。

【調 査 組 織】 調 査 主 体 　 都 城 市 教 育 委 員 会
　 　 　 教 育 長 　 　 　 　 　 　 児 玉 晴 男
　 　 　 教 育 部 長 　 　 　 　 　 栗 山 一 孝
　 　 　 文 化 財 課 長 　 　 　 　 桒 畑 光 博
　 　 　 副 課 長 　 　 　 　 　 　 新 宮 有 子
　 　 　 副 主 幹 　 　 　 　 　 　 近 沢 恒 典
　 　 　 調 査 担 当 　 　 　 　 　 近 沢 恒 典 　 加 覧 淳 一 　 中 園 剛 史 　 安 楽 可 奈 子 　 外 山 亜 紀 子 　 早 瀬 航
　 　 　 庶 務 　 　 　 　 　 　 　 木 下 真 由 美

1．試掘・確認調査の概要

1）早田勉．2006．「8.4 都城盆地とその周辺に分布するテフラ（火山灰）」．『都城市史　資料編　考古』．都城市．
2）テフラの年代は 1）の暦年較正年代を参考とした。
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2．都城跡（取添・元西明寺）
所  在  地　都島町 543 ほか
調査原因　墓地改葬
調査期間　2019.12.16~27
調査面積　940㎡

担  当  者　　　安楽可奈子・外山亜紀子・
　　　　　　　近沢恒典
調査後の措置　継続協議中

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 南 西 部 に 広 が る 成
層 シ ラ ス 台 地 面 （蓑 原 台 地） の 南 東 端、 開 析 谷 に 面
し た 台 地 端 部 に 立 地 し て い る。 当 該 域 は 中 世 城 郭

「 都 城 」 の 城 内 に あ た り、 最 外 郭 の 「 取 添 」 曲 輪 内
に 位 置 す る。 近 世 初 頭 の 廃 城 に 伴 う 「新 地 移 り」 ま
で 臨 済 宗 寺 院 ・ 西 明 寺 が 置 か れ て い た。 都 城 の 主 た
る 使 用 期 間 は 1375 年 か ら 1615 年 で あ り、1458 ～
1476 年 の 守 護 直 轄、1595 年 ～ 1600 年 の 伊 集 院 氏
を 除 け ば、 基 本 的 に は 北 郷 氏 （都 城 島 津 氏） が 継 続
使 用 し て い る。 現 況 は 墓 地 で あ り、 市 内 各 所 に 点 在
す る 都 城 島 津 家 墓 所 の 一 つ と な っ て い る。
　調査の結果　 今 年 度 の 調 査 は、 現 況 地 形 測 量 お よ
び 石 塔 等 の 実 測 ・ 拓 本 採 取 を 実 施 し た。
　 現 況 測 量 で は、 調 査 域 の 西 側 に 近 世 初 頭 の 状 況 を
描 い た と さ れ る 古 絵 図 （ 竹 之 下 都 城 御 城 図 ）・ 縄 張
り 図 1) に 認 め ら れ る 土 塁、 中 央 南 に 古 絵 図 と 同 様 の
通 路 状 の 落 ち 込 み を 確 認 し、 城 郭 に 関 す る 地 下 遺 構

図 1． 調 査 区 位 置 （ 八 巻 1991 に 加 筆 ）

図 2． 調 査 区 位 置 2
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も 良 好 に 残 っ て い る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ た。
　 都 城 島 津 家 墓 は 8 基 を 確 認 し た。 い ず れ も 約 2 ｍ × 2 ｍ の 石 製 玉 垣 内 に、「 〇 〇 （ 戒 名 ） 様 御 廟 所 」
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表 1． 墓 標 一 覧
番号 名称 型式 材質 没年 法量 (cm) 銘文 備考

総高 幅 奥行

1-1 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 102.6 18.2 18.4【正面】無塵様御廟所 玉垣内に所在。

1-2 標柱 方角柱 コンクリート 76.6 11.0 11.0
【正面】無塵道端居士御廟 
【右側面】二代義久公（一代資忠公長子） 
【左側面】六月二日（年号不詳）卒於都城寿六十四

玉垣内に所在。

2-1 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 95.8 18.6 19.0【正面】徳叟様御廟所 玉垣内に所在。

2-2 標柱 方角柱 コンクリート 73.7 10.4 10.7【正面】二代義久公室（和田土佐守正覚女 ) 
【左側面】徳叟妙有大姉御廟 玉垣内に所在。

3-1 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 102.8 18.6 19.5【正面】観翁様御廟所 玉垣内に所在。
「観」は「歓」ヵ。文献にも 2 種あり。

3-2 標柱 方角柱 コンクリート 明応 9（1500） 77.4 11.0 10.5
【正面】六代敏久公（五代持久公長男 
【左側面】二岩寺殿歓翁道喜大禅定門御廟 
【裏面】明応九年（一、五〇〇年）正月二十一日卒寿七十一

玉垣内に所在。 
左側面「二岩寺」は「二厳寺」ヵ。 
裏面没年は「正月二十二日」、没年齢は「七十二」ヵ。

4-1 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 89.6 18.2 18.8【正面】珍山様御廟所 玉垣内に所在。

4-2 標柱 方角柱 コンクリート 78.9 10.5 10.7【正面】六代敏久公室（野辺刑部少輔盛仁女） 
【左側面】珍山妙珠大姉御廟 玉垣内に所在。

5-1 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 110.1 17.5 17.5【正面】齢崗様御廟所 玉垣内に所在。

5-2 標柱 方角柱 コンクリート 元亀 2（1571） 75.9 10.1 11.3
【正面】九代忠親公（八代忠相公長男） 
【左側面】天香寺殿齢崗永寿居士御廟 
【裏面】元亀二年（一五七一年）六月十二日卒寿六十七

玉垣内に所在。

6-1 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 97.8 18.2 18.5【正面】安先様御廟所 玉垣内に所在。 
東に大きく傾く。

6-2 標柱 方角柱 コンクリート 天文 18（1549） 77.7 11.0 10.4
【正面】九代忠親公室（称寝大和守尊重女） 
【左側面】女先元祥大姉御廟 
【裏面】天文十八年（一、五四九年）二月二十九日卒

玉垣内に所在。 
東に大きく傾く。 
左側面「女先元祥大姉」は「安先元祥大姉」ヵ。

7-1 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 92.6 18.0 18.5【正面】伝窓様御廟所 玉垣内に所在。

7-2 標柱 方角柱 コンクリート 79.1 10.5 10.4【正面】十代時久公室（本田紀伊守薫親女） 
【左側面】量海院殿伝窓妙心大姉御廟 玉垣内に所在。

8 墓標 尖頭角柱 凝灰岩 110.6 18.6 18.0【正面】御先祖様御廟所 玉垣内に所在。 
標柱の付属なし。

図 版 1.　 竹 之 下 都 城 御 城 図 （ 部 分 ） 図 版 2.　 本 西 明 寺 御 廟 配 置 図 （ 都 城 島 津 伝 承 館 蔵 ）
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図版 6.　墓標 1図 版 5.　 墓 標 1（全 景）

図 版 3.　 全 景 （西 か ら） 図 版 4.　 墓 標 1・2・4・6・8

1）八巻孝夫．1991．「都之城について　縄張り検討による現状把握」．『平成 2 年度遺跡発掘調査概報』. 都城市教育委員会
2）都城市．2007．『都城市史　資料編　近世 3』
3）都城島津家資料 ( 都城島津伝承館蔵 ) については、米澤英昭氏 ( 都城島津伝承館 ) よりご教授をいただいた。

と 刻 む 高 さ 1 ｍ 程 度 の 尖 頭 角 柱 形 の 墓 標 と 俗 名 ・ 没 年 等 を 記 し た 標 柱 を 配 置 す る。14 世 紀 後 半 に 活 躍
し た 2 代 北 郷 義 久、6 代 敏 久 （1500 年 没 ）、9 代 忠 親 （1571 年 没 ） と そ の 室 3 名、10 代 時 久 室、 御 先
祖 様 か ら な る。 領 主 墓 の 配 置 は、通 路 を 挟 ん で 東 の 義 久 (1)・忠 親 (5) と 西 側 に 位 置 す る 敏 久 (3) に わ か れ、
室 等 の 墓 は、3 名 が 並 ぶ 敏 久・義 久・忠 親 の 室 （4・2・6） と 個 別 の 時 久 室 (7)・御 先 祖 様 (8) に 大 別 さ れ る。
一 定 以 上 の 距 離 を 開 き、 正 面 観 が 揃 わ な い 領 主 墓 の 配 置 は、 伊 集 院 期 に お け る 墓 所 の 断 絶 は 想 定 し な け
れ ば な ら な い も の の、 後 世 の 斉 一 的 な 墓 域 整 備 の 結 果 で は な く、 そ れ 以 前 の 配 置 ・ 状 況 を 踏 襲 し て い る
可 能 性 も 考 え ら れ る。 墓 標 形 状 は ほ ぼ 同 一 で あ る が、 尖 頭 の 低 い 例 (1)、 や や 低 い 例 （3・4・5・7・8）、
高 い 例 （2・6）、「様」 の 字 体 （2・5・6） な ど の 相 違 点 が 観 察 さ れ る。
　 元 西 明 寺 に つ い て の 文 献・絵 図 に は、19 世 紀 初 頭 の 編 纂 資 料「庄 内 地 理 志」2）（以 下 ①）、都 城 島 津 家 資 料3）

の「本 西 明 寺 御 廟 配 置 図」（成 立 年 不 詳）、「御 先 祖 様 御 廟 所 御 石 塔 御 位 牌 調 図 入」（成 立 年 不 詳・以 下 ②）、「古
御 廟 所 井 垣 御 造 立 窺 画 圖 并 賦 帖」（弘 化 3 年 （1846）・ 以 下 ③）な ど が あ る。 い ず れ も 現 在 と 同 様 の 配 置
と 角 柱 状 の 石 塔 が 描 か れ る ほ か、 ① の 「一 歓 翁 道 喜 大 禅 定 門 御 廟 石 塔 　 土 台 一 重 囲 垣 之 内、 申 之 方 向」
な ど の 記 述 か ら は、 廟 の 所 在 を 示 す 石 塔 が あ っ た こ と、「囲 垣」 の 有 無、 植 栽 の 状 況 な ど が う か が え る。
ま た、 ② に は 「一 御 廟 　 但 御 遺 骸 ヲ 納 所」 と あ り、 当 該 地 が 遺 体 の 埋 葬 場 所 と し て 認 識 さ れ て い た こ と
も わ か る。 こ れ ら の 絵 図 に は 墓 標 ・ 玉 垣 の 有 無 な ど の 相 違 が あ り、 年 代 の わ か る ① と ③ の 比 較 で は、 ③
で は ① に な い 1・4・2・6 を 囲 む 玉 垣 が 描 か れ る な ど、 整 備 が 進 め ら れ て い る 状 況 も う か が え る。
　 今 回 は 現 況 調 査 の み で あ っ た が、 地 形 か ら は 中 世 城 郭 遺 構 が 良 好 に 残 る こ と、 墓 所 に 関 し て は、19
世 紀 以 降 ほ ぼ 変 わ ら な い 状 況 を 保 ち な が ら、 段 階 的 に 整 備 が 進 め ら れ て き た こ と が 想 定 さ れ、 良 好 な 地
下 遺 構 も 残 存 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。 ま た、 詳 細 な 検 討 に は 至 ら な か っ た が、 当 該 地 に は 多
量 の 中 近 世 石 塔 ・ 石 仏 が 散 在 し て お り、 墓 所 を 構 成 す る 重 要 な 資 料 と な る と 考 え ら れ る。
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所  在  地　都北町 5225-1 ほか
調査原因　店舗 （道の駅・都城）
調査期間　2019.8.5・7

調査面積　 　　19㎡
担  当  者　　　加覧淳一・外山亜紀子
調査後の措置　事業実施予定　

3．遺跡枠外（都城東飛行場跡）

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 底 北 半 に 広 が る 開
析 扇 状 地 面 （高 木 原 扇 状 地） の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し て
い る。1935 年 の 地 形 図 で は 当 該 地 東 側 （ 住 友 ゴ ム
付 近 ） に 南 西 − 北 東 方 向 の 段 丘 崖 が 記 さ れ て お り、
そ れ よ り 西 は 一 段 低 い 水 田 面 と な っ て い る。 周 辺 域
は 都 城 東 飛 行 場 1） の 範 囲 推 定 域 に あ た る。 都 城 東
飛 行 場 は、1944 年 に 川 崎 航 空 株 式 会 社 の 試 験 用 飛
行 場 と し て 建 設 さ れ た。 ほ ど な く 陸 軍 飛 行 場 と な
り、1945 年 か ら は 沖 縄 へ の 特 攻 機 の 出 撃 基 地 と し
て も 利 用 さ れ て い る。
　調査の結果　ト レ ン チ 3 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人
力 に て 掘 り 下 げ 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。 ま た、 現 況
が ア ス フ ァ ル ト 舗 装 の 駐 車 場 で あ っ た た め、 調 査 に
当 た っ て は、 ア ス フ ァ ル ト カ ッ タ ー に よ る 舗 装 の 切
断 ・ 除 去 と 調 査 後 の 再 舗 装 を 実 施 し た。
　 基 本 的 な 層 所 は、造 成 土（1 層）、旧 耕 作 土（2 層）、
黒 褐 色 土 （3 層 ）、 に ぶ い 黄 橙 色 土 （4 層 ）、 灰 黄 褐

図 1． 調 査 区 位 置

図 2． ト レ ン チ 配 置

色 土 （礫 層 ・5 層）、 灰 白 色 粘 土（6 層）と な る。1 層 は 層 厚 1～1.5 ｍ と 非 常 に 厚 く、 土 層 の 堆 積 状 況 か
ら は 複 数 回 に わ た る 盛 土 造 成 が 想 定 さ れ、2 層 直 上 の 造 成 土 層 は 飛 行 場 造 成 時 の 形 成 土 層 で あ る 可 能 性
も 考 え ら れ た。 い ず れ の ト レ ン チ に お い て も、ほ ぼ 同 様 の 堆 積 が 見 ら れ、遺 構・遺 物 は 確 認 さ れ な か っ た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 都 城 東 飛 行 場 建 設 に 伴 う と 考 え ら れ る 造 成 土 層 は 存 在 す る も の の、
そ れ 以 前 の 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 は 低 い と 判 断 し た。
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1）都城市．2006．『都城市史　通史編　近現代』
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図 版 6.　 重 機 使 用 状 況図 版 5.　5T（南 か ら）

図 版 3.　3T（南 か ら） 図 版 4.　4T（南 か ら）

図 版 2.　2T（西 か ら）図 版 1.　1T： 北 壁 土 層

図 3． ト レ ン チ 土 層
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所  在  地　高城町大井手 3540-2
調査原因　自然崩壊
調査期間　確認調査 （2008.5.20~6.24）
　レーダー探査 （2019.11.26・2020.1.15）

調査面積　　    6㎡
担  当  者　　    加覧淳一・米澤英昭
　　　　　　　 下田代清海
調査後の措置　現状保存

4．宮崎県指定史跡　高城町古墳（2 号）

　位置と環境　 高 城 町 古 墳 第 2 号 は 東 岳 川 右 岸 の シ
ラ ス 台 地 （高 城 台 地） の 南 縁 部 に 位 置 し て い る。 当
該 地 は 前 方 後 円 墳、 円 墳 等 で 構 成 さ れ る 高 城 町 古 墳

（ 高 城 牧 ノ 原 古 墳 群 ） 内 に あ る。 今 回 調 査 し た ２ 号
墳 は 古 墳 群 中 最 大 の １ 号 墳 （前 方 後 円 墳） の す ぐ 西
に 位 置 す る。 墳 形 は 円 墳 で、 墳 丘 の 直 径 は 約 30m、
現 状 で 2 段 築 成 で あ る。
　調査の結果　 平 成 20 年 5 月 1 日 に 実 施 し た、2
号 墳 西 隣 地 に お け る 確 認 調 査 1） の 際、 同 墳 の 墳 丘
上 に お い て 陥 没 （直 径 約 ２ ｍ） を 文 化 財 課 職 員 が 発
見 し た。 こ の 後、 宮 崎 県 教 育 委 員 会 へ 連 絡 し、 協 議
の 上、 陥 没 原 因 を 調 査 す る た め、 現 状 変 更 に よ る 確
認 調 査 を 実 施 す る こ と と な っ た。
　 調 査 期 間 は 平 成 20 年 ５ 月 20 日 か ら ６ 月 24 日（実
調 査 日 数 17 日 ） で あ る。 調 査 の 手 順 は、 最 初 に 陥
没 孔 を 半 裁 す る た め、 孔 の 中 心 線 を 基 準 と す る ト レ
ン チ を 設 け た。 ま た、 併 せ て 陥 没 に よ り 崩 落 し た 土

図 1． 調 査 区 位 置

と 墳 丘 盛 土 と の 対 応 関 係 を 把 握 す る た め に、 陥 没 孔 の 南 側 に 墳 頂 か ら 墳 端 に か け て 幅 0.5 ｍ、 長 さ 10
ｍ の ト レ ン チ （6T） を 設 定 し、 墳 丘 面 の 確 認 作 業 も 行 っ た。
　 横 穴 式 石 室 　 陥 没 孔 を 半 裁 し、 東 側 半 分 を 掘 り 下 げ た 結 果、 横 穴 式 石 室 の 玄 室 部 分 と 考 え ら れ る 遺 構
が 検 出 さ れ た。 陥 没 孔 の 崩 落 土 中 に は 昭 和 初 期 以 降 の ゴ ミ お よ び 石 材 が 多 量 に 混 入 し て お り、 天 井 部 の
大 半 が 崩 落 し て い る も の と 思 わ れ る。 玄 室 は 玄 門 側 約 １ ㎡ を 掘 り 下 げ た。 残 り は 未 掘 で あ る。 そ の た め
奥 壁 等 も 確 認 し て お ら ず、 奥 行 は 不 明 で あ る。 玄 門 の 取 り 付 け 位 置 か ら、 羨 道 は 東 へ 伸 び て い る も の と
判 断 さ れ る。 玄 室 幅 は 今 回 確 認 で き た 範 囲 で ２m20cm を 測 る。
　 玄 室 積 石 に は 自 然 石 （砂 岩） が 用 い ら れ て お り、20 ～ 30cm 大 の サ イ ズ が 目 立 つ。 左 袖 部 石 列 の 下 位
に は 基 底 石 （腰 石） 状 の や や 大 型 の 石 が 認 め ら れ た。 石 と 石 の 間 隙 は 白 色 粘 土 で 充 填 さ れ て い た。 各 石
の 表 面 に は 赤 色 顔 料 が 塗 布 さ れ て お り、 天 井 部 と 思 わ れ る 大 型 の 転 落 石 に も 認 め ら れ た こ と か ら、 玄 室
全 面 に わ た っ て 赤 彩 が 施 さ れ て い た と 考 え ら れ る。 な お 積 石 間 に 詰 ま っ た 土 は 完 全 に 除 去 し て い な い。
　 玄 室 床 面 ま で は 掘 り 下 げ な か っ た が、 ピ ン ポ ー ル に よ る ボ ー リ ン グ の 結 果、 今 回 掘 り 下 げ た レ ベ ル か
ら 更 に 30cm ほ ど 下 位 に あ る こ と を 確 認 し た。 玄 門 に は 楣 石 が 確 認 で き、 袖 石 に は 大 型 の 板 石 が 用 い ら
れ て お り、 幅 は 約 10cm、 高 さ 70cm ＋ α を 測 る。 羨 道 に つ い て は、 玄 門 取 り 付 け 位 置 か ら 墳 端 ま で の
距 離 を 考 慮 す る と 少 な く と も 3.5m の 長 さ が あ る も の と 思 わ れ る。 な お、 こ れ ら 石 室 の 構 造 か ら、 肥 後
型 横 穴 式 石 室 と の 関 連 が 想 起 さ れ る。
　 葺 石 　6T で は、 葺 石 と 思 わ れ る 石 列 が 墳 丘 １ 段 目 か ら ２ 段 目 に か け て の 傾 斜 変 換 点 で 検 出 さ れ た。
１ 段 目 テ ラ ス お よ び ２ 段 目 墳 頂 部 付 近 か ら は 検 出 さ れ て い な い。 土 層 堆 積 状 況 か ら は、 こ の 部 分 が い ち
早 く 埋 没 し た 状 況 が 窺 え、 こ の 部 分 が 良 好 に 残 存 し た も の と 判 断 し た。 自 然 石 （砂 岩） を 積 ん で お り、
下 位 に は 根 石 と な る よ う に 大 型 の 礫 が 使 用 さ れ て い る。 断 面 観 察 で は 石 背 面 に 径 １cm 大 の 御 池 軽 石 を
ま ん べ ん な く 含 む 黒 褐 色 粘 質 土 （墳 丘 盛 土） が 見 ら れ、葺 石 は こ れ に 埋 め 込 ま れ て い る こ と を 確 認 し た。
　 上 記 調 査 後、 確 認 さ れ た 横 穴 式 石 室 の よ り 詳 細 な 構 造、 規 模 を 推 定 す る た め、 令 和 元 年 11 月 26 日、
令 和 2 年 1 月 15 日 に 宮 崎 県 立 西 都 原 考 古 博 物 館 協 力 の 下、 地 下 レ ー ダ ー 探 査 を 行 っ た。 探 査 の 結 果、
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図 2． 墳 丘 ・ レ ー ダ ー
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図 3． 墳 丘 ト レ ン チ 断 面 ・ 玄 室 平 面 ・ 断 面

石 室 自 体 の 明 瞭 な 反 射 は 得 ら れ な か っ た も の の、 各 探 査 深 度 波 数 の 結 果 と も、 反 射 の 微 弱 な 場 所 が、 共
通 の 範 囲 及 び 深 度 で 見 ら れ た。 明 瞭 な 反 射 が 得 ら れ な か っ た 理 由 は 不 明 な が ら、 こ の 範 囲 が 石 室 の 規 模
を 示 す も の と し て 捉 え た。 そ の 規 模 は 平 面 が 約 ４m 四 方 と な る。 た だ し、 こ の 範 囲 は 石 室 の 内 法 を 示 す
も の で は な く、 裏 込 め の 石 積 ま で 含 め た 石 室 全 体 の 規 模 を 示 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。
　 さ て、 今 回 の 陥 没 の 原 因 に つ い て で あ る が、 高 城 町 史 2） に よ れ ば、 確 実 な 年 代 は 不 明 な が ら、 昭 和
初 期 以 前 に 盗 掘 を 受 け た と さ れ、 当 時 の 宮 崎 県 文 化 財 担 当 者 で あ る 三 浦 敏 が 盗 掘 孔 内 に 入 り、 古 墳 内 部
の 積 石 の 状 況 に つ い て 記 録 し て い る。 そ の 記 述 は、 今 回 の 検 出 さ れ た 横 穴 式 石 室 の 状 況 と も 合 致 し て い
る。 よ っ て、 今 回 の 陥 没 は、 過 去 の 盗 掘 孔 お よ び そ の 周 辺 が 崩 落、 陥 没 し た も の と 判 断 し た。
　2008 年 の 確 認 調 査 時 に は、 ２ 号 墳 周 溝 内 か ら TK23 ～ 47 型 式 に 相 当 す る 須 恵 器 甕 が 出 土 し て い る。
こ の 点 も 考 慮 す る と、 当 墳 の 築 造 年 代 は 5 世 紀 後 葉 ～ ６ 世 紀 前 葉 と 推 定 さ れ、 宮 崎 県 内 で は 最 古 段 階 に
位 置 付 け ら れ る 横 穴 式 石 室 墳 の 可 能 性 が あ る 3）。

1）都城市教育委員会．2009．『市内遺跡 2』
2）高城町教育委員会．1989．『高城町史』
3）柳澤一男氏（宮崎大学名誉教授）のご教授による。
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図 版 1.　 全 景 ： 左 か ら 1 号 墳 ・2 号 墳 ・3 号 墳 （北 か ら）

図 版 2.　 石 室 内 ： 玄 門 部
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図 版 8.　 レ ー ダ ー 探 査 状 況図 版 7.　 石 室 （上 か ら）

図 版 5.　 葺 石 出 土 状 況 （南 か ら） 図 版 6.　 陥 没 坑 確 認 状 況 （南 か ら）

図 版 3.　6T（南 東 か ら） 図 版 4.　6T： 葺 石 （東 か ら）
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所  在  地　梅北町 12852・12861-1
調査原因　畑地かんがい事業
調査期間　2019.12.10・12.11

調査面積　　　12㎡・16㎡
担  当  者　　　加覧淳一・早瀬航
調査後の措置　継続協議中

5．大浦遺跡

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 南 縁、 梅 北 川 流 域 に
展 開 す る シ ラ ス 台 地 ・ 成 層 シ ラ ス 台 地 群 （ 梅 北 台 地 ）
の 南 端 部 に 位 置 し、 東 の 些 少 な 谷 地 形 に 面 し た シ ラ ス
台 地 縁 辺 部 に 立 地 し て い る。 現 況 は 畑 地 で あ る。
　調査の結果　第 1 地点　ト レ ン チ を ３ 箇 所 設 定 し、
重 機、 人 力 に て 掘 り 下 げ 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は、 表 土 （1 層 ）、 褐 灰 色 土 （2 層 ）、
黒 色 土 （3 層）、 褐 色 土 （4a・4b 層）、 霧 島 御 池 軽 石 土
壌 化 層 （5 層 ）、 黒 色 土 （6 層 ）、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰

（7 層 ）、 暗 褐 色 土 （8・9 層 ）、 褐 色 土 （10 層 ）、 明 黄
褐 色 土 （11 層） と な る。
　 い ず れ の ト レ ン チ か ら も、 ４ ａ 層 お よ び ４ ｂ 層 上 部
に お い て、 縄 文 時 代 後 期 の 土 器 を 中 心 と し た 遺 物 が ま
と ま っ て 出 土 し た。 遺 構 は 検 出 さ れ な か っ た。 ３ Ｔ の
み ７ 層 以 下 を 掘 り 下 げ た が、 遺 構、 遺 物 は 確 認 さ れ な
か っ た。
　 以 上 の 結 果 か ら、 開 発 予 定 地 の 全 域 に お い て、 縄 文
時 代 の 遺 跡 が 存 在 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。
　第 2 地点　 ト レ ン チ ４ 箇 所 を 設 定 し、 重 機、 人 力 に
て 掘 り 下 げ 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は、 表 土 （1 層 ）、 造 成 土 （2 層 ）、 黒
褐 色 土 （3・4 層 ）、 霧 島 御 池 軽 石 土 壌 化 層 （5 層 ）、
黒 褐 色 土 （6 層 ）、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 （7 層 ）、 暗 褐
色 土（8 層）、 黒 褐 色 土（9 層）、 褐 色 土（10 層）と な る。
　1T で は 遺 物 は 出 土 し な か っ た が、５ 層 上 面 に て ピ ッ
ト １ 基 を 検 出 し た。2T で は ２ 層 直 下 が ７ 層 と な り、7
層 上 面 で ピ ッ ト ４ 基 を 検 出 し た。 ピ ッ ト 埋 土 は い ず れ
も 3 層 に 対 応 す る。P1 か ら は 土 師 器 小 片 が 出 土 し た。
3T で は ３ 層 よ り 中 世 土 師 器、 陶 磁 器 （青 磁 ・ 常 滑 焼）
等 が 出 土 し た。 な お、 土 層 堆 積 状 況 か ら、 ３ Ｔ 付 近 は
浅 い 谷 状 の 地 形 を 呈 し て い る 可 能 性 が 高 い。
　 ４ Ｔ で は 上 位 土 層 の 堆 積 が 認 め ら れ な か っ た も の
の、 ８ 層 上 部 か ら 縄 文 時 代 早 期 の 被 熱 礫 が や や ま と
ま っ て 出 土 し た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 内 の 全 域 に お い て、 縄
文 時 代 及 び 中 世 の 遺 跡 が 存 在 し て い る 可 能 性 が 高 い と
判 断 し た。

図 1． 調 査 区 位 置

図 3． 第 2 地 点 ・ ト レ ン チ 配 置

図 2． 第 1 地 点 ・ ト レ ン チ 配 置
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図 4． ト レ ン チ 土 層 ・ 平 面

図 5． 出 土 遺 物
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1　褐灰色砂質土（現耕作土）
2　褐灰色土（5㎜以下の白・黄色軽石をまばらに含む，黒色砂質土がわずかに
混じる，造成土)
3　黒色粘質シルト(1㎜以下の黄色軽石をごく微量含む)
4a  褐色砂質シルト(1㎜以下の黄色軽石をごく微量含む，土器片・焼礫含む)
4b  褐色砂質シルト(4㎜以下の黄色軽石多量含む,土器片・焼礫含む)
5　霧島御池軽石土壌化層
6　黒色粘質シルト(2㎜以下の橙色軽石ごくわずか含む)
7　鬼界アカホヤ火山灰
8　暗褐色シルト(10㎜以下の黄色軽石を多量に含む，硬質，桜島11テフラ濃集
層)
9　暗褐色シルト(10㎜以下の黄色軽石を少量含む)
10  褐色粘質シルト(10㎜以下の白・黄色軽石を少量含む)
11  明黄褐色粘質シルト(桜島薩摩テフラブロック混じる)

1　暗褐色砂質土（現耕作土）
2　黒褐色～暗褐色土（白・黄色軽石・アカホヤブロック混じる，造成土）
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所  在  地　郡元町 3345-7 ほか
調査原因　遺跡範囲確認
調査期間　2019.10.15~12.19
　　　　　

調査面積　 　187㎡
担  当  者　　近沢恒典・安楽可奈子・
　　　　　　外山亜紀子
　　　　　　

6．郡元西原遺跡範囲確認調査

　位置と環境　 郡 元 西 原 遺 跡 は 盆 地 底 南 半 に 広 が る 開
析 扇 状 地 面 （一 万 城 扇 状 地） に 立 地 す る。 現 況 は 平 坦
な 宅 地 で あ る。 本 遺 跡 の 所 在 す る 郡 元 町 は、 万 寿 年 間

（1024 ～ 28） の 成 立 と さ れ る 島 津 荘 の 成 立 拠 点 域 と
推 定 さ れ る 地 域 で あ る。
　 本 範 囲 確 認 調 査 は、 道 路 事 業 に 伴 い 2016 年 度 上 半
期 に 実 施 し た 郡 元 西 原 遺 跡 （ 第 2 次 調 査 ）1) で 検 出 し
た 大 型 溝 状 遺 構 （ 大 溝 ・SD1） に 起 因 す る。 こ の 大 溝
は 幅 約 4 ｍ、 検 出 面 か ら の 深 さ 約 2m、 断 面 形 は 端 正
な 逆 台 形、 平 面 形 は 調 査 区 内 で ほ ぼ 90°屈 曲 し、 屈 曲
部 か ら 北 北 東 （以 下、 南 北 ラ イ ン と 記 載）・南 東 南 （以
下、 東 西 ラ イ ン と 記 載） の 両 方 向 へ と の び る。 周 囲 の
歴 史 的 環 境 を 考 慮 す る と、 東 側 を 区 画 内 と す る 大 規 模
な 囲 繞 施 設 の 可 能 性 と 共 に、 島 津 荘 の 現 地 経 営 に か か
わ る 性 格 を 有 す る 可 能 性 も 想 起 さ れ、 大 溝 の 範 囲 及 び
東 側 （区 画 内） の 状 況 確 認 を 目 的 と す る 範 囲 確 認 調 査
を 2016 年 下 半 期 よ り 継 続 的 に 実 施 す る こ と と な っ た。
　2018 年 度 ま で の 調 査 2） 3） に て、 大 溝 南 北 ラ イ ン は
43m ま で の 存 在、 東 西 ラ イ ン は 54m で の 終 端 を 確 認
し て い る。 東 ・ 北 側 の 区 画 施 設 は、 小 型 の 溝 状 遺 構 の
存 在 と そ の 時 期 が 大 溝 に 近 い 点 は 確 認 で き た が、 直 接

図 1． 調 査 区 位 置

的 な 関 係 は み い だ せ て い な い。 内 部 施 設 に つ い て は、 時 期 不 明 の ピ ッ ト、 近 世 遺 構 を 検 出 し た の み で あ
り、 遺 物 量 も ご く わ ず か と な り、 区 画 内 に お け る 遺 構 ・ 遺 物 の 疎 薄 性 が う か が え る。
　 今 回 の 調 査 は 大 溝 の 構 築 年 代 確 定 と 区 画 内 部 施 設 の 性 格 推 定 を 目 的 と し た。 大 溝 の 調 査 で は 東 西 ラ イ
ン に 約 7m × 8m の 大 規 模 な ト レ ン チ を 設 定 し た （1T）。 ま た、10 月 31 日 に 文 化 庁 森 先 一 貴 調 査 官 に 現
地 指 導 を 頂 き、1T の 北 側 に 区 画 内 部 施 設 の 把 握 を 目 的 と し た 約 10m × 14m の ト レ ン チ を 設 定 し た（2T）。
　調査の結果　 基 本 的 な 層 序 は 表 土 （1 層）、旧 耕 作 土 （2 層）、桜 島 文 明 軽 石 （a 層）、黒 色 土 （3・4 層）、
霧 島 御 池 軽 石（5・6 層）、黒 色 土（7 層）、鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰（8・9 層）と な る。3 層 か ら 5 層 に か け て は、
植 物 由 来 と 考 え ら れ る 生 物 擾 乱 が 進 む ほ か、 全 体 的 に 土 層 の 撹 拌 も 見 ら れ た た め、 耕 作 地 と し て の 利 用
も 想 定 さ れ る。 な お、 調 査 時 の レ ベ ル 記 録 に 不 備 が あ り、 報 告 で は （　） を 付 し て 標 高 を 記 し た。
　1T　 大 溝 （SD1） 東 西 ラ イ ン に 沿 っ て 設 定 し た。 大 溝 底 面 ま で が 現 地 表 面 以 下 2m と な る た め、 中 央
か ら 二 分 割 し て 段 掘 り を 行 い、 西 側 を 1T-1、 東 側 を 1T-2 と し た。
　 遺 構 検 出 は 3 ～ 4 層 に て 行 っ た。3 層 上 面 に お け る 大 溝 の 検 出 幅 は 約 6m で あ り、 現 在 ま で の 調 査 の
中 で 最 も 幅 広 い。 ま た、 大 溝 埋 土 上 面 が わ ず か に く ぼ み、 そ こ に a 層 が 堆 積 し て い る 様 相 が み て と れ、
15 世 紀 末 の a 層 （桜 島 文 明 軽 石） 降 下 時 に は、 大 溝 部 分 が 全 体 的 に わ ず か に く ぼ ん で い た 状 況 が 推 測
さ れ た。 底 面 は 平 坦 で 幅 は 約 2m、 壁 面 は 約 45°と 急 角 度 で 立 ち 上 が り、 丁 寧 に 整 形 さ れ る。 溝 埋 土 は
従 前 の 調 査 と 同 様 に、 最 下 部 の ① 黄 色 軽 石 と 黒 色 シ ル ト 互 層 （e~g 層 ）、 そ の 上 の ② レ ン ズ 状 堆 積 の 青
灰 色 火 山 灰 （d 層） と ③ 黄 色 軽 石 や 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 を ブ ロ ッ ク 状 に 含 む 黒 色 土 層 （a ～ c 層） に 大
別 さ れ、 ① は 溝 開 放 時 の 流 入 土、 ③ は 人 為 的 な 埋 め 戻 し 土、 ② は 12 ～ 13 世 紀 噴 出 の 火 山 灰 （ 霧 島 御
鉢 起 源） と 考 え ら れ る。 今 回 の 調 査 で は、 ① ・ ② 層 を 掘 り 込 む よ う に ピ ッ ト 状 の 黒 色 土 の 落 ち 込 み が 検
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ご
く
わ
ず
か
に
混
じ
る
）　
　
　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
3
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
ご
く
少
量
・
1
㎝
以
下
の
ア
カ
ホ
ヤ
ブ
ロ
ッ
ク
ご
く
微
量
を
含
む
，

褐
色
シ
ル
ト
(ア
カ
ホ
ヤ
)ご
く
わ
ず
か
に
混
じ
る
）　
　
　

黒
褐
色
（
10
YR
2/
2)
シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
3
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
・
ア
カ
ホ
ヤ
ブ
ロ
ッ
ク
ご
く
微
量
・
ア
カ
ホ
ヤ
を
少
量
含
む
）

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
2
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
ご
く
少
量
・
ア
カ
ホ
ヤ
を
ご
く
わ
ず
か
に
含
む
）　
　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
ご
く
少
量
・
黄
色
軽
石
ブ
ロ
ッ
ク
を
わ
ず
か
に
含
む
，
陶
磁
器

片
含
む
）

黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
微
量
含
む
）　

黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
）　
　

黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
・
ア
カ
ホ
ヤ
ブ
ロ
ッ
ク
を
ご
く
少
量
含
む
）　
　

黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
く
含
む
）

b9
a層
よ
り
し
ま
り
や
や
強
い

黒
色
(1
0Y
R1
.7/
1)
シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
・
硬
化
層
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
）　
　

黒
褐
色
(1
0Y
R/
2/
2)
シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
2
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）　

黒
色
(1
0Y
R1
.7/
1)
シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
や
や
粘
質
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
ご
く
微
量
含
む
）

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
）

黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
く
含
む
）　
　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
・
3
㎝
以
下
の
ア
カ
ホ
ヤ
・
黒
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
や
や
多
く
含
む
）　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
・
や
や
硬
化
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
多
く
含
む
，
黒
色
粘
質
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
じ
る
）　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
や
や
多
量
・
2
㎝
以
下
の
ア
カ
ホ
ヤ
ブ
ロ
ッ
ク
を
わ
ず
か
に
含
む
）　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
・
や
や
硬
化
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
多
量
に
含
む
）　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
ご
く
少
量
）　
　

暗
青
灰
(5
BG
3/
1)
火
山
灰
（
し
ま
り
や
や
強
，
や
や
砂
質
）　

黒
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
，
2
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
く
含
む
，
暗
青
灰
色
火
山
灰
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
）

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
，
暗
青
灰
色
火
山
灰
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
）　

黄
色
軽
石
（
90
％
以
上
が
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
・
黄
色
軽
石
ブ
ロ
ッ
ク
，
黒
色
土
を
わ
ず
か
に
含
む
）

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/3
)シ
ル
ト
（
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
く
含
む
）　

黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
多
量
(軽
石
80
％
)に
含
む
）

黄
色
軽
石
（
2c
m
以
下
の
黄
色
軽
石
に
ラ
ミ
ナ
状
の
黒
色
シ
ル
ト
が
混
ざ
る
，
崩
れ
て
溜
ま
っ
た
土
）

f2
層
に
1
㎝
以
下
の
ア
カ
ホ
ヤ
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
じ
る
，
青
灰
色
火
山
灰
が
ラ
ミ
ナ
状
に
混
じ
る

f2
層
と
同
じ
だ
が
、
黒
色
シ
ル
ト
の
ラ
ミ
ナ
が
不
安
定

黄
色
軽
石
（
黒
色
土
を
わ
ず
か
に
含
む
）

黒
色
(1
0Y
R1
.7/
1)
シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）　
　

1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
+
黒
色
シ
ル
ト
+
ア
カ
ホ
ヤ
ブ
ロ
ッ
ク
（
掘
削
時
形
成
土
）　
　
　

1T
：A
-A
’

1T
：B
-B
’

1T
：C
-C
’

1T
：D
-D
’

1T
：N
-N
’

1T
：O
-O
’

1T
：E
-E
’

1T
：F
-F
’

石
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出 さ れ、 大 溝 が あ る 程 度 埋 没 し た 段 階 で 何 ら か の 利 用 が な さ れ て い た こ と が 推 定 さ れ た。 ま た、 ① ・ ②
の 中 位 ・ 上 面、 ③ 層 中 に は、 部 分 的 で は あ る が 固 く し ま る 層 が 観 察 さ れ て お り、 通 路 と し て の 利 用 も 考
え ら れ た。1T-2 土 層 K-K' で は 流 入 黄 色 軽 石 中 に ラ ミ ナ 状 の 青 灰 色 火 山 灰 層 が 複 数 枚 観 察 さ れ た（f3a 層）。
　 遺 物 は ③ 層 の 中 位 か ら 上 位 に か け て ご く 少 量 の 白 磁 片 （5・6・15・16）、 土 師 器 片 （1・2・12・13・
14）、 東 播 系 須 恵 器 （7・8・17） な ど が 出 土 し た。 従 前 の 調 査 と 同 様 に、 大 宰 府 分 類 4） 椀 Ⅳ 類 (5) 以 降
の 12 世 紀 代 が 主 体 と な る が、 ビ ロ ー ス ク タ イ プ Ⅲ 類 （14 世 紀 中 頃 ～ 15 世 紀 初 頭）5） 6） 7） と 考 え ら れ る
白 磁 椀 (6) の よ う に や や 新 し い 遺 物 も 出 土 し て い る。 ま た、 ③ 層 中 で は 30cm 程 度 の 礫 が ま と ま っ て 出
土 し た が、 人 為 的 に 集 め ら れ た 様 相 で は な く、 埋 め 戻 し 時 に 土 砂 と 共 に 投 入 さ れ た 可 能 性 が 高 い。
　2T　 区 画 内 部 構 造 の 把 握 を 目 的 に 設 定 し た。 約 4m ご と に 南 北 方 向 に 土 層 観 察 用 の ベ ル ト を 設 定 し、
ベ ル ト を 境 界 と し て、 西 か ら 2T-1、2T-2、2T-3 と し た。
　 遺 構 検 出 は 4 ～ 5 層 で 行 っ た。2T-1 で は 西 側 に お い て、数 か 所 の 硬 化 面 の ブ ロ ッ ク を 検 出 し た（SX1）。
平 面 的 な 継 続 性 や 規 則 性 は な く、 検 出 レ ベ ル に も 高 低 差 が あ る。 こ の 部 分 の 堆 積 は 通 常 よ り も 著 し く
か き 乱 さ れ て い た た め、 何 等 か の 撹 拌 行 為 に よ っ て、 道 路 状 遺 構 等 を 形 成 し て い た 硬 化 面 が 破 壊 さ れ、
土 層 中 に 浮 遊 し て い る 状 態 の 可 能 性 が 考 え ら れ た。 な お、 当 該 域 の 土 層 断 面 お よ び 2T 東 壁 で 実 施 し た
自 然 科 学 分 析 で は、 多 量 の イ ネ が 検 出 さ れ、 稲 作 が な さ れ て い た 可 能 性 が 高 い と 推 定 さ れ た。 今 回 の
2T-1 や 従 前 の 調 査 で も 観 察 さ れ て い た 土 層 の 撹 拌 や 生 物 擾 乱 の 要 因 の 一 つ と 考 え ら れ る。
　2T-2 か ら 2T-3 に か け て は 約 100 基 の ピ ッ ト を 検 出 し た。P23 や P34 の よ う に 径 30cm 程 度 の 比 較 的 し っ
か り と し た 例 も あ る が、 径 20cm、 深 さ 20cm 程 度 の 小 規 模 な も の が 大 多 数 を し め る。 ピ ッ ト の 規 則 的
な 配 置 は 4 群 を 認 識 し、 そ れ ぞ れ を 掘 建 柱 建 物 跡 と し て SB1 ～ 4 と し た。
　SB1 は 2T-2・3 に ま た が る よ う に 位 置 す る 3 × 3 の 建 物 跡 で あ り、総 柱 と な る 可 能 性 も あ る。柱 間 は 1.5
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K K’
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(156.8m)

(156.8m)
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(157.0m)

(157.0m)

0 2m 

1/60

【基本土層】
1　表土・現耕作土
2　暗褐色(10YR3/3)～褐灰色(10YR4/1)砂質シルト（灰白色軽石を所々ブロック状に含む）
a　灰白色(10YR8/1)軽石（桜島文明軽石）
3　黒色(10YR2/1)シルト（黄橙色軽石をごく少量含む）
4　黒褐色(10YR2/1)シルト（黄橙色軽石を少量含む）
5　暗褐色(10YR3/3)砂質土（2㎝以下の黄橙色軽石を多量に含む，霧島御池軽石漸移層）
6　黄橙色(7.5YR8/8)軽石（霧島御池軽石）
7　黒色(10YR1.7/1)シルト
8　暗褐色(7.5YR3/4)シルト（鬼界アカホヤ火山灰漸移層）
9　橙色(7.5YR7/6)シルト（鬼界アカホヤ火山灰）
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b4b
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b6あ
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う

c5

c6c7b
【SD2】
ア　黒色 (10YR2/1) シルト（しまりやや弱，1㎝以下の黄色軽石が全体に散る）　

【SD1 の土層説明は図 3参照】
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d1 c7b
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f1

f3a
f3b f3c

SD2

【樹根？】
あ　暗褐色（10YR3/3) シルト（しまりやや弱，
　　5㎜以下の黄色軽石をやや多く含む　アカ
　　ホヤをごく少量含む）　
い　黄色軽石ブロック
う　あ層よりしまり非常に弱い

石

1T：G-G’

1T：H-H’

1T：I-I’

1T：M-M’

1T：L-L’

1T：K-K’

1T：J-J’

図 5．1T 土 層 .2
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A
A’

【
基
本
土
層
】

1　
表
土・
現
耕
作
土

2　
暗
褐
色
(1
0Y
R3
/3
)～
褐
灰
色
(1
0Y
R4
/1
)砂
質
シ
ル
ト（
灰
白
色
軽
石
を
所
々
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
含
む
）

a　
灰
白
色
(1
0Y
R8
/1
)軽
石
（
桜
島
文
明
軽
石
）

3　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト（
黄
橙
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

4　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト（
黄
橙
色
軽
石
を
少
量
含
む
）

5　
暗
褐
色
(1
0Y
R3
/3
)砂
質
土（
2㎝
以
下
の
黄
橙
色
軽
石
を
多
量
に
含
む
，霧
島
御
池
軽
石
漸
移
層
）

6　
黄
橙
色
(7
.5
YR
8/
8)
軽
石（
霧
島
御
池
軽
石
）

7　
黒
色
(1
0Y
R1
.7
/1
)シ
ル
ト

8　
暗
褐
色
(7
.5
YR
3/
4)
シ
ル
ト（
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
漸
移
層
）

9　
橙
色
(7
.5
YR
7/
6)
シ
ル
ト（
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
）

1

1

3

3

3
3

【
2T
土
層
a-
a’
西
側
】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
や
や
砂
質
，
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
量
・
2~
3
㎜
の
赤
褐
色
軽
石
を
少
量
含
む
）　

イ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
５
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
・
2~
3
㎜
の
赤
褐
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

ウ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R3
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
多
量
・
2~
3
㎜
の
赤
褐
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

エ
　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
や
や
砂
質
，
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
ご
く
少
量
・
2~
3
㎜
以
下
の
赤
褐
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

オ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R3
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
多
量
・
2~
3
㎜
赤
褐
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

※
ア
～
オ
は
全
体
的
に
ほ
ぐ
れ
る

【
P2
3】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
５
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を

わ
ず
か
に
含
む
，
全
体
に
散
る
）　

イ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を

ご
く
少
量
含
む
，
全
体
に
散
る
）　

ウ
　
イ
層
に
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
く
含
む

【
P3
4】

ア
　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
わ
ず
か
に
含
む
）

イ
　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
わ
ず
か
に
含
む
）

【
P3
0】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
わ
ず
か
に
含
む
，
全
体
に
散
る
)

Ｐ
34

P2
3

土
器

P3
0

a
a

a
a

ｱ
ｲ
ｳ

ｴ
ｵ

6
6

6
6

6
5

5
6

樹
根

4
4

4
4

4
4

4

4
4

4
4

4
4 5

5(
掘
り
過
ぎ
)

6

4
4

ｱ
ｱ

ｱ
ｲ

ｲ
ｳ

2+
a

2+
a

2+
a

2+
a

ｱ
ｱ

4
4

4
4

4
4

4

4

4
4

4

4
4

4
4

4

3

3
3

a
a

a
a

エ

オ

ｱ

a

a
a

a
a

ｱ

【
P8
3】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
わ
ず
か
に
含
む
）　
　

a

ｳ
ｲ

a

ｳ
ｳ

ｲ

ｲ層
が
ほ
ぐ
れ
る
（
植
物
擾
乱
）

ｲ層
が
ほ
ぐ
れ
る
（
生
物
擾
乱
）

【
SX
1】

a  
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
，
硬
化
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
・
微
細
な
砂
粒
を
少
量
含
む
）　
　

イ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
５
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
・
2~
3
㎜
の
赤
褐
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

ウ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R3
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
多
量
・
2~
3
㎜
の
赤
褐
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

【
P7
6】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
，
全
体
に
散
る
）

【
P7
9】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
ご
く
少
量
，
下
部
ほ
ど
多
い
）

Ｐ
76

P7
9

P9
7

P8
7

【
P9
7】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
強
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
，
全
体
に
散
る
）　

【
P8
7】

ア
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
ご
く
少
量
含
む
）

イ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
く
含
む
，
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
含
む
）

Ｐ
83

a

a

【
SC
3】

ア
　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
1
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
，
全
体
に
散
る
）

イ
　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
わ
ず
か
に
含
む
，
全
体
に
散
る
）

ウ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
弱
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
，
下
部
に
多
い
）

SC
3

【
P4
3】

ア
　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
5
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
わ
ず
か
に
含
む
，
下
部
ほ
ど
多
い
）

Ｐ
43

SC
４

SX
2

3
3

Ⅲ
4

4
4

4
5

1

3
a

a
a

a

a

a
a

a
a

2

5

ｱ
ｲ ｳ

b-
2

5

ｱ
ｲ

ｳ

ｴ
ｵ

白
磁

【
SX
2】

ア
　
黒
色
(1
0Y
R2
/1
)シ
ル
ト
（
５
㎜
以
下
の
黄
色
軽
石
を
少
量
含
む
）

イ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
や
や
多
く
含
む
）　

ウ
　
黒
褐
色
(1
0Y
R2
/2
)シ
ル
ト
（
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
多
量
に
含
む
）　

エ
　
黒
色
(1
0Y
R1
.7
/1
)シ
ル
ト
（
し
ま
り
や
や
強
，
１
㎝
以
下
の
黄
色
軽
石
を
わ
ず
か
に
含
む
）

オ
　
１
㎝
程
度
の
黄
色
軽
石
ブ
ロ
ッ
ク
　

ｱ

自
然
科
学
分
析
サ
ン
プ
リ
ン
グ
地
点

2T
：A
-A
’

2T
：B
-B
’

2T
：D
-D
’

2T
：E
-E
’

2T
：S
X1

2T
：C
-C
’

A’
(1
56
.8
m
)

A
B’

(1
56
.8
m
)

B

B’
(1
56
.8
m
)

B
C’

(1
56
.8
m
)

C

D’
(1
56
.8
m
)

D

E’
(1
56
.8
m
)

E

図
6．

2T
土

層



- 24 -

礫

ｱｱ

粘土ブロック（見通し）

P56P25
P32

ｱ

ｱ

ｱ

ｱ
ｲ

ｱ ｱ

ｱ

ｱ
ｱ

ｱ
ｱ

ｱ

ｱ
ｱ

a

ｴ
ｵ
ｶ

【P83】
エ　黒褐色 (10YR2/2) シルト（しまりやや弱，5㎜以下の黄色軽石をわずかに含む）
オ　黒色シルト（2㎜以下の黄色軽石を多量に含む）
カ　黒色 (10YR2/2) シルト（しまりやや弱，5㎜以下の黄色軽石をわずかに含む）　　

C’

C

F’F

F’F

E’E

E’E

A’

D’
D

C’

C

A B’B

A’

A

C’C

B’B

D’

D

E’E

N

N

N
P66

P83

P87

A

A’

C’
C

B
B’

A

A’

D’

D

BB’

P41

2016-6T-P2

P51
P52

P63

P72
P77

P92
P96

P97

P46

P100

P101

P40

P37

P39

P99

SB1

SB2

SB3

SB4

【Pit】
ア　黒色シルト（2㎜以下の黄色軽石をわずかに含む）
イ　黒褐色シルト（2㎜以下の黄色軽石をア層より多く含む）
ウ　黒色シルト（2㎜以下の黄色軽石を多く含む）

2m 0

1/60

A’
(156.8m

)
A

B’
(156.8m)

(156.8m)

(156.8m)

B
C’

(1
56
.8
m
)

C

D’
(156.8m)

D

A’
(156.8m

)
A

(156.8m
)

A
A’

(156.8m
)

A

B’
(156.8m)

B

B’
(156.8m)

B

A’
(156.8m)

A

C’
(156.8m)

C
C’

(156.8m)
C

D’
(156.8m)

D

E’
(156.8m)

E

B’
(156.8m)

B C’
(156.8m)

C D’
(156.8m)

D

図 7．2T：SB1-4



- 25 -

図 8．2T： ピ ッ ト
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図 9． 出 土 遺 物

～ 2m、 ピ ッ ト は 総 じ て 小 型 で 浅 い。 そ の 規 格 は 区 画 溝 で 囲 ま れ た 中 世 初 頭 の 屋 敷 地 で あ る 都 城 市 筆 無
遺 跡 8） で 検 出 さ れ た 総 柱 建 物 跡 に 近 い。
　SB2 ～ 4 は ト レ ン チ の 外 へ と 広 が る 建 物 跡 と 考 え ら れ る。SB2 は 柱 間 2 ｍ、SB3 は 1.5 ～ 2m、SB4 は
1m 強 と 狭 い。SB2 ～ 4 の ピ ッ ト は 径 ・ 深 さ が 30cm 前 後 と 比 較 的 し っ か り し て い る。 多 く の 建 物 の 長
軸 は 南 北 基 調 と 考 え ら れ る が、SB1 は 大 溝 東 西 ラ イ ン 軸 と の 直 交 軸 に 近 い。 ま た、 径 60cm 程 度 の 不 正
円 形 の 落 ち 込 み を 複 数 検 出 し た。 土 坑 （SC1 ～ 4） と し て 記 録 し た が、 深 さ が 10cm 程 度 と 非 常 に 浅 い。
　 遺 物 は 少 量 の 土 師 器 片（22～26）、 白 磁 片（27～33）、 青 磁 片（34～37）な ど が 出 土 し た。1T と 同 様 に
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図 版 1. 　 全 景 （ 北 か ら ）

白 磁 椀 Ⅳ 類 以 降 を 主 体 と す る が、 ビ ロ ー ス ク タ イ プ Ⅲ 類 白 磁 椀（28・29）や 龍 泉 窯 系 青 磁 稜 花 皿（36・
37：15 世 紀 代） な ど 年 代 幅 が 広 い。
　調査のまとめ　 今 回 の 調 査 で は、 大 溝 床 面 か ら の 出 土 遺 物 は な く、 大 溝 構 築 の 始 期 を 確 定 す る こ と は
で き な か っ た。 だ が、 大 溝 が 埋 没 す る 過 程 に お い て、 ピ ッ ト を 伴 う 何 等 か の 利 用 が な さ れ て い た 痕 跡 を
確 認 で き た こ と は、 埋 没 過 程 に お け る 利 用 を 考 え る 上 で 成 果 と 考 え る。 内 部 区 画 で は 小 規 模 な ピ ッ ト を
多 数 検 出 し 数 棟 の 掘 立 柱 建 物 跡 を 推 定 す る こ と が で き た。 だ が、 建 物 跡 に 伴 う 明 確 な 遺 物 を 確 認 す る こ
と が で き な か っ た 点 や、 大 溝 と 比 べ 建 物 ・ 柱 穴 の 規 模 ・ 規 格 等 が 非 常 に 小 さ く 粗 雑 な 印 象 を 受 け る 点、
建 物 配 置 を 明 確 に で き な か っ た 点 な ど、 課 題 が 残 る。
　 ま た、自 然 科 学 分 析 で は 稲 作 の 可 能 性 と と も に、湿 潤 な 環 境 の 復 元 か ら 水 田 稲 作 の 存 在 が 推 定 さ れ た。
試 料 採 取 ポ イ ン ト が 桜 島 文 明 軽 石 （a 層） よ り 下 で あ る 点 か ら は、15 世 紀 後 半 に は 水 田 化 が な さ れ て い
た 可 能 性 は 高 い。 だ が、 当 該 地 は 湧 水 レ ベ ル が 比 較 的 高 い 1） も の の、 谷 へ 向 か っ て 緩 や か に 下 る 扇 状
地 面 に 立 地 し、 都 城 盆 地 に お け る 典 型 的 な 台 地 的 層 序 で あ る。 水 田 稲 作 に 関 し て は、 開 始 期 の 検 討 と 共
に 水 利 用 方 法 の 解 明 も 重 要 な 課 題 と 考 え ら れ る。

1）都城市教育委員会．2018．『郡元西原遺跡（第 2 次調査）』
2）都城市教育委員会．2018．『都城市内遺跡 11』
3）都城市教育委員会．2019．『都城市内遺跡 12』
4）太宰府市教育委員会．2000．『大宰府条坊跡ⅩⅤ―陶磁器分類編−』
5）堀田孝博氏（西都原考古博物館）のご教示による。
6）金武正紀．「第 3 章 報告Ⅰ 第 1 節 今帰仁タイプとビロースクタイプ：―設定の経緯・定義め・分類―」『13 ～ 14 世紀の琉球と福建』．熊本大学
7）金武正紀．「第 3 章 報告Ⅰ 第 5 節 1. 今帰仁タイプとビロースクタイプの年代的位置付けと貿易港」『13 ～ 14 世紀の琉球と福建』. 熊本大学
8）宮崎県埋蔵文化財センター．2008．『筆無遺跡』
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図 版 2. 　 2T （ 直 上 か ら ・ 上 が 北 ）

図 版 3. 　 1T （ 直 上 か ら ・ 上 が 北 ）
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図 版 4.　1T-1：SD1（北 西 か ら） 図 版 5.　1T-2：SD1（南 か ら）

図 版 9.　1T-2： 土 層 K-K'・L-L'図 版 8.　1T-2： 土 層 G-G'・H-H'

図 版 6.　1T-1： 土 層 B-B'・C-C' 図 版 7.　1T-1： 土 層 D-D'・E-E'
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図 版 15.　 作 業 状 況

図 版 13.　2T-2：P23（西 か ら）

図 版 14.　2T-2：P56（西 か ら）

図 版 16. 　 出 土 遺 物

図 版 11.　2T-2・3： 検 出 状 況 （南 東 か ら）

図 版 12.　2T-1： 土 層 A-A'（西 側）

図 版 10.　1T-1：SD1・f 層 を 掘 り 込 む ピ ッ ト
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株式会社 古環境研究センター

１． は じ め に
　 植 物 珪 酸 体 は、 植 物 の 細 胞 内 に 珪 酸 （SiO ２） が 蓄 積 し た も の で、 植 物 が 枯 れ た あ と も ガ ラ ス 質 の 微
化 石 （プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル） と な っ て 土 壌 中 に 半 永 久 的 に 残 っ て い る。 植 物 珪 酸 体 分 析 は、 こ の 微 化 石
を 遺 跡 土 壌 な ど か ら 検 出 し て 同 定 ・ 定 量 す る 方 法 で あ り、 イ ネ を は じ め と す る イ ネ 科 栽 培 植 物 の 同 定 お
よ び 古 植 生 ・ 古 環 境 の 推 定 な ど に 応 用 さ れ て い る （杉 山，2000）。 ま た、 イ ネ の 消 長 を 検 討 す る こ と で
埋 蔵 水 田 跡 の 検 証 や 探 査 も 可 能 で あ る （藤 原 ・ 杉 山，1984）。
２． 試 料
　 分 析 試 料 は、 ３ ト レ ン チ の Ａ 地 点 （北 壁） と Ｃ 地 点 （東 壁） か ら 採 取 さ れ た 計 ６ 点 で あ る。 試 料 採 取
箇 所 を 分 析 結 果 の 柱 状 図 （写 真） に 示 す。
３． 分 析 法
　 植 物 珪 酸 体 の 抽 出 と 定 量 は、 ガ ラ ス ビ ー ズ 法 （藤 原，1976） を 用 い て、 次 の 手 順 で 行 っ た。
１） 試 料 を 105℃ で 24 時 間 乾 燥 （絶 乾）
２） 試 料 約 １g に 対 し 直 径 約 40 μ m の ガ ラ ス ビ ー ズ を 約 0.02g 添 加 （0.1mg の 精 度 で 秤 量）
３） 電 気 炉 灰 化 法 （550℃ ・ ６ 時 間） に よ る 脱 有 機 物 処 理
４） 超 音 波 水 中 照 射 （300W・42KHz・10 分 間） に よ る 分 散
５） 沈 底 法 に よ る 20 μ m 以 下 の 微 粒 子 除 去
６） 封 入 剤 （オ イ キ ッ ト） 中 に 分 散 し て プ レ パ ラ ー ト 作 成
７） 検 鏡 ・ 計 数 　 　 同 定 は、400 倍 の 偏 光 顕 微 鏡 下 で、 お も に イ ネ 科 植 物 の 機 動 細 胞 に 由 来 す る 植 物 珪
酸 体 を 対 象 と し て 行 っ た。 計 数 は、 ガ ラ ス ビ ー ズ 個 数 が 400 以 上 に な る ま で 行 っ た。 こ れ は ほ ぼ プ レ
パ ラ ー ト １ 枚 分 の 精 査 に 相 当 す る。 試 料 １g あ た り の ガ ラ ス ビ ー ズ 個 数 に、 計 数 さ れ た 植 物 珪 酸 体 と ガ
ラ ス ビ ー ズ 個 数 の 比 率 を か け て、 試 料 １g 中 の 植 物 珪 酸 体 個 数 を 求 め た。
　 ま た、 お も な 分 類 群 に つ い て は こ の 値 に 試 料 の 仮 比 重 （1.0 と 仮 定 ） と 各 植 物 の 換 算 係 数 （ 機 動 細
胞 珪 酸 体 １ 個 あ た り の 植 物 体 乾 重 ） を か け て、 単 位 面 積 で 層 厚 １cm あ た り の 植 物 体 生 産 量 を 算 出 し
た。 こ れ に よ り、 各 植 物 の 繁 茂 状 況 や 植 物 間 の 占 有 割 合 な ど を 具 体 的 に と ら え る こ と が で き る （杉 山，
2000）。 タ ケ 亜 科 に つ い て は、 植 物 体 生 産 量 の 推 定 値 か ら 各 分 類 群 の 比 率 を 求 め た。
４． 分 析 結 果
　（ １） 分 類 群 　 検 出 さ れ た 植 物 珪 酸 体 の 分 類 群 は 以 下 の と お り で あ る。 こ れ ら の 分 類 群 に つ い て 定 量
を 行 い、 そ の 結 果 を 表 １ お よ び 図 １ に 示 し た。 主 要 な 分 類 群 に つ い て 顕 微 鏡 写 真 を 示 す。

〔イ ネ 科〕　 　 イ ネ、ム ギ 類 （穎 の 表 皮 細 胞）、ヨ シ 属、シ バ 属 型、キ ビ 族 型、ス ス キ 属 型 （お も に ス ス キ 属）、
ウ シ ク サ 族 Ａ （チ ガ ヤ 属 な ど）

〔 イ ネ 科 － タ ケ 亜 科 〕　 　 メ ダ ケ 節 型 （メ ダ ケ 属 メ ダ ケ 節 ・ リ ュ ウ キ ュ ウ チ ク 節、 ヤ ダ ケ 属）、 ネ ザ サ 節
型 （お も に メ ダ ケ 属 ネ ザ サ 節）、 チ マ キ ザ サ 節 型 （サ サ 属 チ マ キ ザ サ 節 ・ チ シ マ ザ サ 節 な ど）、 ミ ヤ コ ザ
サ 節 型 （サ サ 属 ミ ヤ コ ザ サ 節 な ど）、 マ ダ ケ 属 型 （マ ダ ケ 属、 ホ ウ ラ イ チ ク 属）、 未 分 類 等

〔イ ネ 科 － そ の 他〕　 　 表 皮 毛 起 源、 棒 状 珪 酸 体 （お も に 結 合 組 織 細 胞 由 来）、 未 分 類 等
〔樹 木〕　 　 マ ン サ ク 科 （イ ス ノ キ 属）、 そ の 他

５． 考 察
　（１）稲 作 跡 の 検 討 　 稲 作 跡（水 田 跡）の 検 証 や 探 査 を 行 う 場 合、一 般 に イ ネ の 植 物 珪 酸 体（プ ラ ン ト・
オ パ ー ル） が 試 料 １g あ た り 5,000 個 以 上 と 高 い 密 度 で 検 出 さ れ た 場 合 に、 そ こ で 稲 作 が 行 わ れ て い た
可 能 性 が 高 い と 判 断 し て い る （杉 山，2000）。 な お、 密 度 が 3,000 個 /g 程 度 で も 水 田 遺 構 が 検 出 さ れ る
事 例 が あ る こ と か ら、 こ こ で は 判 断 の 基 準 を 3,000 個 /g と し て 検 討 を 行 っ た。 
１） Ａ 地 点 　 　 ア 層 （№ １）、 イ 層 （№ ２）、 ウ 層 （№ ３） に つ い て 分 析 を 行 っ た。 そ の 結 果、 す べ て の
試 料 か ら イ ネ が 検 出 さ れ た。 こ の う ち、ア 層（№ １）と イ 層（№ ２）で は 密 度 が 2,700 個 /g お よ び 3,100

7．郡元西原遺跡における植物珪酸体分析
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個 /g と 比 較 的 高 い 値 で あ る。 し た が っ て、 こ れ ら の 層 準 で は 稲 作 が 行 わ れ て い た 可 能 性 が 高 い と 考 え
ら れ る。 ウ 層 （№ ３） で は 密 度 が 500 個 /g と 低 い 値 で あ る。 イ ネ の 密 度 が 低 い 原 因 と し て は、 稲 作 が
行 わ れ て い た 期 間 が 短 か っ た こ と、 土 層 の 堆 積 速 度 が 速 か っ た こ と、 採 取 地 点 が 畦 畔 な ど 耕 作 面 以 外 で
あ っ た こ と、 お よ び 上 層 や 他 所 か ら の 混 入 な ど が 考 え ら れ る。
２） Ｃ 地 点 　 　 Ⅲ 層 （ № １ ～ № ３） に つ い て 分 析 を 行 っ た。 そ の 結 果、 す べ て の 試 料 か ら イ ネ が 検 出
さ れ た。 こ の う ち、 № １ で は 5,600 個 /g と 高 い 値 で あ り、 № ２ で も 3,100 個 /g と 比 較 的 高 い 値 で あ る。
し た が っ て、 同 層 で は 稲 作 が 行 わ れ て い た 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る。

（２） イ ネ 科 栽 培 植 物 の 検 討
　 植 物 珪 酸 体 分 析 で 同 定 さ れ る 分 類 群 の う ち 栽 培 植 物 が 含 ま れ る も の に は、 イ ネ 以 外 に も ム ギ 類、 ヒ エ
属 型 （ヒ エ が 含 ま れ る）、 エ ノ コ ロ グ サ 属 型 （ア ワ が 含 ま れ る）、 キ ビ 属 型 （キ ビ が 含 ま れ る）、 ジ ュ ズ
ダ マ 属 型 （ハ ト ム ギ が 含 ま れ る）、 オ ヒ シ バ 属 （シ コ ク ビ エ が 含 ま れ る）、 モ ロ コ シ 属 型、 ト ウ モ ロ コ シ
属 型 な ど が あ る。 こ の う ち、 本 遺 跡 の 試 料 か ら は ム ギ 類 （穎 の 表 皮 細 胞） が 検 出 さ れ た。
　 ム ギ 類（穎 の 表 皮 細 胞）は、Ａ 地 点 の イ 層（№ ２）か ら 検 出 さ れ た。 密 度 は 500 個 /g と 低 い 値 で あ る が、
穎 （籾 殻） が 栽 培 地 に 残 さ れ る 確 率 は 低 い こ と か ら、 少 量 が 検 出 さ れ た 場 合 で も か な り 過 大 に 評 価 す る
必 要 が あ る。 し た が っ て、 同 層 で は ム ギ 類 が 栽 培 さ れ て い た 可 能 性 が 考 え ら れ る。
　 イ ネ 科 栽 培 植 物 の 中 に は 検 討 が 不 十 分 な も の も あ る た め、 そ の 他 の 分 類 群 の 中 に も 栽 培 種 に 由 来 す る
も の が 含 ま れ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る。 こ れ ら の 分 類 群 の 給 源 植 物 の 究 明 に つ い て は 今 後 の 課 題 と し
た い。 な お、 植 物 珪 酸 体 分 析 で 同 定 さ れ る 分 類 群 は 主 に イ ネ 科 植 物 に 限 定 さ れ る た め、 根 菜 類 な ど の 畑
作 物 は 分 析 の 対 象 外 と な っ て い る。

（３） 植 物 珪 酸 体 分 析 か ら 推 定 さ れ る 植 生 と 環 境
　 上 記 以 外 の 分 類 群 の 検 出 状 況 と、 そ こ か ら 推 定 さ れ る 植 生 ・ 環 境 に つ い て 検 討 を 行 っ た。 Ａ 地 点 の ウ
層 で は、 ス ス キ 属 型、 ウ シ ク サ 族 Ａ が や や 多 く 検 出 さ れ、 ヨ シ 属、 シ バ 属 型、 キ ビ 族 型、 メ ダ ケ 節 型、
ネ ザ サ 節 型、マ ダ ケ 属 型、お よ び 樹 木 （そ の 他） な ど も 認 め ら れ た。 イ 層 か ら ア 層 に か け て は、ヨ シ 属、
ス ス キ 属 型、 ウ シ ク サ 族 Ａ、 ネ ザ サ 節 型 が 増 加 し て お り、 ア 層 で は マ ン サ ク 科 （イ ス ノ キ 属） も 認 め ら
れ た。 お も な 分 類 群 の 推 定 生 産 量 に よ る と、 ヨ シ 属 お よ び ス ス キ 属 型 が 優 勢 と な っ て い る。 Ｃ 地 点 の Ⅲ
層 で は、 Ａ 地 点 の ア 層 と イ 層 と お お む ね 同 様 の 結 果 で あ り、 植 物 珪 酸 体 の 組 成 や 密 度 に と く に 大 き な 差
異 は 認 め ら れ な か っ た。
　 以 上 の 結 果 か ら、 各 層 準 の 堆 積 当 時 は、 お お む ね ヨ シ 属 が 生 育 す る よ う な 湿 潤 な 環 境 で あ っ た と 考 え
ら れ、 そ こ を 利 用 し て 水 田 稲 作 が 行 わ れ て い た と 推 定 さ れ る。 ま た、 周 辺 の 比 較 的 乾 燥 し た と こ ろ に は
ス ス キ 属 や ウ シ ク サ 族 （チ ガ ヤ 属 な ど） を は じ め、 キ ビ 族、 メ ダ ケ 属 （お も に ネ ザ サ 節）、 マ ダ ケ 属 な
ど が 生 育 し て い た と 考 え ら れ、 遺 跡 周 辺 に は 何 ら か の 樹 木 が 生 育 し て い た と 推 定 さ れ る。 マ ダ ケ 属 に は
マ ダ ケ や モ ウ ソ ウ チ ク な ど 有 用 な も の が 多 く、 建 築 材 や 生 活 用 具、 食 用 な ど と し て の 利 用 価 値 が 高 い。
６． ま と め
  植 物 珪 酸 体 分 析 の 結 果、 桜 島 文 明 軽 石 （Sz-3，1470 年 代 ） よ り 下 位 の Ⅲ 層 （ Ｃ 地 点 ）、 お よ び Ａ 地 点
の ア 層 と イ 層 で は、 イ ネ が 多 量 に 検 出 さ れ、 稲 作 が 行 わ れ て い た 可 能 性 が 高 い と 判 断 さ れ た。 ま た、 Ａ
地 点 の イ 層 で は ム ギ 類 が 栽 培 さ れ て い た 可 能 性 も 認 め ら れ た。
  各 層 準 の 堆 積 当 時 は、 お お む ね ヨ シ 属 が 生 育 す る よ う な 湿 潤 な 環 境 で あ っ た と 考 え ら れ、 そ こ を 利 用
し て 水 田 稲 作 が 行 わ れ て い た と 推 定 さ れ る。 ま た、 周 辺 の 比 較 的 乾 燥 し た と こ ろ に は ス ス キ 属 や ウ シ ク
サ 族 （チ ガ ヤ 属 な ど） を は じ め、 メ ダ ケ 属 （お も に ネ ザ サ 節）、 マ ダ ケ 属、 キ ビ 族 な ど が 生 育 し て い た
と 考 え ら れ、 遺 跡 周 辺 に は 何 ら か の 樹 木 が 生 育 し て い た と 推 定 さ れ る。
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検出密度（単位：× 100 個 /g）
地点・試料 Ａ Ｃ

   分類群 　学名 1 2 3 1 2 3
 イネ科 Gramineae
　 イネ   Oryza sativa 27 31 5 56 31 21
　 ムギ類 ( 穎の表皮細胞 )   Hordeum-Triticum (husk Phytolith) 5
　 ヨシ属   Phragmites 27 26 16 15 16 21
　 シバ属型   Zoysia type 5 10 5
　 キビ族型   Paniceae type 16 10 5 5 10 26
　 ススキ属型   Miscanthus type 123 93 43 158 94 95
　 ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 96 108 75 128 151 111
 タケ亜科 Bambusoideae
　 メダケ節型   Pleioblastus sect. Nipponocalamus 48 52 21 15 16 21
　 ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 91 93 11 72 57 42
　 チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 5 10 5 20 10 16
　 ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 5 10 5 15 5 5
　 マダケ属型   Phyllostachys 43 46 5 26 21 11
　 未分類等   Others 32 108 21 56 37 37
 その他のイネ科 Others
   表皮毛起源   Husk hair origin 11 10 5 15 21 21
   棒状珪酸体   Rod shaped 91 67 43 107 99 68
   未分類等   Others 214 118 144 143 251 132
 樹木起源 Arboreal
   マンサク科 ( イスノキ属 )   Distylium 5
   その他   Others 16 10 11 10 5 16
 植物珪酸体総数　 Total 857 809 421 843 825 642

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏ /㎡ ･㎝）：試料の仮比重を 1.0 と仮定して算出
 　イネ   Oryza sativa 0.79 0.91 0.16 1.65 0.92 0.62
   ヨシ属   Phragmites 1.69 1.62 1.01 0.97 0.99 1.33
   ススキ属型   Miscanthus type 1.53 1.15 0.53 1.96 1.16 1.18
   メダケ節型   Pleioblastus sect. Nipponocalamus 0.56 0.60 0.25 0.18 0.18 0.24
   ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 0.44 0.44 0.05 0.34 0.28 0.20
   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.04 0.08 0.04 0.15 0.08 0.12
   ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 0.02 0.03 0.02 0.05 0.02 0.02

 タケ亜科の比率（％）
   メダケ節型   Pleioblastus sect. Nipponocalamus 53 52 70 25 33 42
   ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 42 39 14 48 50 35
   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 4 7 11 21 14 20
   ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 2 3 5 6 3 3
　 メダケ率 　Medake ratio 95 91 84 72 83 77

表 1.　 郡 元 西 原 遺 跡 に お け る 植 物 珪 酸 体 分 析 結 果
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図 1． 植 物 珪 酸 体 分 析 結 果
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図 版 1.　 郡 元 西 原 遺 跡 の 植 物 珪 酸 体 （プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル 発 見 地 点 （南 東 か ら））
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遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

都城跡
（取添・元西明寺） 都城市都島町 543 ほか 31.716885 131.047535 2019/12/16-27 940㎡ 墓地改葬

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

城館跡・墓域 中世・近世 墓標・石塔・石仏 都城島津家墓所

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

遺跡枠外
（都城東飛行場跡） 都城市都北町 5225-1 ほか 31.768802 131.095106 2019/8/5・8/7 19㎡ 店舗（道の駅都城）

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構　　　　　　　　　　 特記事項

なし なし なし 飛行場整備時の造成土層

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

宮崎県指定古墳
高城町古墳 (2 号 )

都城市高城町大井手
3540-2 31.802902 131.144947 2008/5/20-6/24

2019/11/26・2020/1/15 6㎡ 自然陥没

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

古墳 古墳 なし 横穴式石室 地下レーダー探査

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

大浦遺跡 都城市梅北町 12852 ほか 31.652023 131.049162 2019/12/10・11 12㎡ /16㎡ 農業基盤整備事業（天地返し）

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

集落跡 縄文・中世 縄文土器・中世土師器 ピット

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

郡元西原遺跡 都城市郡元町 3345-7 ほか 31.741555 131.094850 　2019/10/15
　　　  -12/19 187㎡ 遺跡範囲確認

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

集落跡 中世 土師器・白磁・青磁・国産陶器 大溝・溝状遺構・ピット
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